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メニューとコンセプト

1. リバース・フロウについて
2. 主なサービスメニュー
3. サービスの特徴
4. 『行動変容ステージモデル』
5. 職務心理アセスメント『WAVE』
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Purpose｜創業目的
ビジネスに協働と創造を促進し、持続可能な未来に寄与する

Vision｜めざす未来の社会像
インスピレーションとコラボレーションが溶け合う、力強い企業社会

Mission｜使命
チームビルディングを科学し、人と組織の自己変容を促す

Values｜行動指針
1. クライアントファーストを徹底する

2. 高い専門性を追求する

3. 教養を深め、美意識を磨く

4. ビジネスと社会の持続可能性に配慮する

人の『行動変容』を通して組織の成長を実現する、組織開発コーチングを提供します。

株式会社リバース・フロウ
東京都千代田区丸の内2−3−2
郵船ビルディング1F
service@re-flow.co.jp

設立：2015年8月

お取引先の企業様（一部）

株式会社リバース・フロウについて

4



当社の手がける開発領域

協働と共創を生むために
「学び」と「体験」をデザインします

個人と組織の成長を促進 交流と学びの機会の提供を通し
地方や企業の成長を支援

コミュニティ開発組織開発

補完+コラボ
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リーダーとしての意思決定の迷い・遅れ

組織リーダーの抱える「痛み」を解消します

チーム内のコミュニケーションバランスの偏り

リーダーシップの孤立 / リーダーとしての孤独

不透明あるいは画一的なキャリア/成長プラン

無気力あるいは変化を恐れるミドル～シニア層の増加
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経営層
エグゼクティブ層

部長
ディレクター層

課長～
メンバー層

主なサービスメニュー

エグゼクティブ・
コーチング

 組織運営とパフォーマンス向
上のための行動変容

1. 組織/チームマネジメントの
ための1on1による行動変容
の定着化

2. 次世代経営者の育成
（サクセッション）

マネジメント・
トレーニング/
ワークショップ

 経営視点と戦略的行動
1. 組織風土改善と組織づくり
2. 人材育成
3. 部門間連携
その他
4. グローバルリーダー育成
5. ハラスメント対策

人材育成
トレーニング

 ピープルマネジメントとチー
ムビルディング

1. コーチング研修
2. 幹部育成研修
3. 1on1導入と運用
4. メンタリング導入と運用
5. 各種コミュニケーション研修
（傾聴、フィードバック、ク
ルーシャル・カンバセーション
など）
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リバース・フロウが提供するサービスの特徴

①明確な裏付け／根拠をもとに取り組みます

②プロセスと成果を明瞭に示します

国際的権威のあるアセスメント活用により、人材ひとりひとりの強みや組織への影響力など
が可視化されます。科学的な根拠（エビデンス）をベースに取り組みを設計するため、取り
組みに対する当事者の「納得性」が高まり、成果が目に見えて出やすくなります。

数か月に及ぶプログラムは、いわゆる「プロセスのブラックボックス化」が懸念されます。
こまめな報告とフィードバックをしくみとして取り入れることで、「今どんな変化が起きて
いるのか？」「どんな課題に直面しているのか」をリアルタイムに把握することができます。

③プログラムはフルカスタマイズにて設計されます

困りごとや課題は、企業によって違います。パッケージありきの課題解決ではなく、まずは
丁寧にクライアントの想いに耳を傾け、本質的な課題をあぶり出します。それぞれの課題に
フィットした無理のない取り組みの設計が可能になります。
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さらなるアプローチの進化

AIとのコラボによる深層開発

AIをフル活用し、“高度にパーソナライズされた人材開発、コーチング”
を提供します。
例えば、パフォーマンスデータや行動データを解析し、より具体的なアド
バイスやフィードバックを提供し、洞察を深めるための機能を強化します。

9



お届けするベネフィット

パーソナライズされたキャリアプラン、そして、独自のコミュニ
ティ成長プランの策定

リーダーの、迅速かつ精度の高い意思決定

リスクシナリオと、メンバーのコンピテンシーに基づいた
チームパフォーマンスの向上
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能力開発のポリシー 『行動変容ステージモデル』

無関心期 準備期 実行期

「実行期」：明確な行動変容が観察されるが、その持続がまだ6ヶ月未満である時期

「維持期」：明確な行動変容が観察され、その期間が6ヶ月以上続いている時期

「実行期」から「維持期」の移行に必要なこと
1. 小さな成功体験
2. 褒めやフィードバック
3. 行動を阻害する要因の排除

当社のすべてのプログラムの基軸は『行動変容理論』です。良質な行動変容は、「定着化」が目的であり、
組織開発は、影響力の大きな階層から始める取り組みが、最も効果を発揮します。

関心期 維持期

行動変容の定着化には、第３者による伴走
（コーチング）が効果的であると言えます。

※米国心理学者ジェイムス・プロチャスカによる『ステージ変容理論』の一説
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108個それぞれの「行動特性」（スタイル）から、「潜在能力」（ポテンシャル）までを導き出します。

遂行力

適応力

影響力

評価特性

探求特性

創意工夫特性

社交性特性

影響力特性

主張特性

実直特性

構造特性

野心家特性

打たれ強い特性

柔軟特性

協力特性

思考力

成果達成

柔軟性

人への影響

課題の分析・評価

課題の探索

イノベーション創出

関係構築

情報の共有

リーダーシップの発揮

細部にわたるプロセス管理

タスクの構造化

成功を収める

打たれ強さ

変化への適応

支援

課題解決

ポテンシャルスタイル

能力開発の根拠 職務心理アセスメント

対象者のパフォーマンス要因をできるだけ客観的、かつ具体的に精査し、最も能力を発揮しやすい開発
方針を立てることが、当社サービスの特徴です。

グローバルで、その信頼性・妥当性が保証されたアセスメントを活用します。
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各サービスの概要

1. エグゼクティブ・コーチング
2. マネジメント力強化（『行動変容』）
3. メンタリング内製化
4. 各種コミュニケーション研修
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部長
ディレクター層

キーパーソンの行動変容を通し、組織遂行力を底上げする

マネジメント力強化 （『行動変容』コーチング）

階層別サービスメニュー②
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経営の困りごと（本質的課題）を明確化し、解決の伴走をする
経営層

エグゼクティブ層 エグゼクティブ・コーチング

階層別サービスメニュー①



コーチングによって経営者が得られる効果の例

28％
360度フィードバックとコーチングを組み合わせた場合、「経営者としてのパフォーマンス
が最大で28%向上した」と回答。
（出展元：Smither et al. ）

72％ コーチングを受けた経営者の72%が、「みずからの仕事の満足度が向上した」と回答。
（出展元：Ladegard, G., & Gjerde, S.)

コーチングを受けた経営者の60%が、「仕事関連のストレスが軽減された」と回答。
（出展元： Grant, A. M.）

60％

コーチングを受けたリーダーの65%が、「みずからのリーダーシップスキルの向上を実感し
た」と回答。
（出展元：Ely, K., Boyce, L. A., Nelson, J. K., Zaccaro, S. J., Hernez-Broome, G., & Whyman, W. ）

65％
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マネージャーがコーチングを受ける目的

アプローチの独自性

「自身の強み」と「組織の利益」の両軸に焦点を当て、開発の領域を探ります

これからの自分と組織のありようを描き、みずからの未来に投影させることで、ふさわしい生き方・
働き方のストーリーに沿った「行動変容」に取り組んでいただくこと。

コーチングにおける主な開発領域と取り組みの例

「組織風土の改善」、「次期リーダー候補の育成」、「生産性の高いチームづくり」など
そのための取り組みとして、
✓ビジョン、ミッションの明確化または組織への浸透
✓エンパワーメント（人材育成）
✓傾聴、ファシリテーション（心理的安全性への取り組み）
✓マネジメントポリシーの確立と実践

「能力＋組織」開発のための行動変容を習慣化させる

16



プログラムの全体像

Coaching 

Ajustment

Wrapping Up

基本は、3つのフェーズを追って進行します。 ※カスタマイズ可能

フェーズ1「アセスメント＆フィードバック」
・対象者のパフォーマンスに影響しているあらゆる要因を分析します。
・対象者がこのプログラムに臨むための”レディネス”を整えます。

フェーズⅡ「コーチング」
・アセスメントで立てた方針に沿ってコーチングを実施します。
・途中、中間アセスメントを行い、変容の度合いを確認します。

フェーズⅢ「ラップアップ」
・効果測定および報告をします。
・今後の継続について確認します。
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Coachableな対象者とは

パフォーマンス
（実績）

リーダーシップ/
マネジメント

（開発）

• 専門領域の実績は、求められるレベル以上
に応えてきた

• 業務遂行に必要なスキル、ナレッジをじゅ
うぶんに持っている

• 一定の部分で飛びぬけた能力があり、周囲
も一定以上の評価をしている
など

• エンパワーメントができない/仕事を抱え込
み、人に任せない

• 必要以上にマイクロマネジメント/介入をする
• メンバーの意見や提案を受け入れない
• ボキャブラリーが乏しく、ビジョンや意図が

伝わらない
など

右の領域はすでにクリアし
ていることが前提

必要条件：
ここをクリアしている状態でないと、
コーチングは機能しづらい

右の領域を開発することが
目的

十分条件：
リーダーとして組織を開発する力を伸
ばす
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コーチングプロセスを“ブラックボックス化”させない工夫

✓プロセスが明確化されている
✓スケジュールが関係者にも共有されている
✓コーチが軸となり、メインの３者間の状況共有を柔軟に提案する
✓現場からのタイムリーなアラートをキャッチできるしくみがある

コーチング
対象者 コーチ

会社/HR

「３者＋1」間のタイムリーな情報共有で解消

現場/ステークホルダー
（対象者の上司・部下）

メインの3者 プラス1
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当社コーチングの最大の特徴

コーチング対象者を選ぶ人

コーチからタイムリーに報告を
もらう 対象者の関係者

連携現場からの声を
フィードバック

対象者の様子につい
てコーチに知らせる連携



課長～
メンバー層

人材の定着化と、社内人脈の連携を強化する

メンタリング内製化

階層別サービスメニュー③
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メンタリングの目的

メンタリングとは

経験豊富なメンターが、知識、スキル、経験を共有することで、メンティを支援し、成長させ
るプロセスです。

関係性は、上司と部下でなく、メンターはメンティにとって「斜め上の、経験豊かな先輩社
員」という存在になります。
主にメンティのキャリア上の相談に乗り、必要に応じて助言や情報提供としたり、人脈をつ
ないだりしながら、メンティに伴走します。

メンター

メンティ

21

メンタリングは、上司部下間の
『1on1ミーティング』では解決
が難しいテーマ（キャリアの問題
など）に、正面から向き合い、伴
走することができます。



3. 組織文化を改善する
「成長支援」というカルチャーが共有され、新たなメンバーを文化に適応させるための手段として有効です。

メンタリングのメリットと効果

1. 知識の基盤が築かれる
経験豊富な先輩社員が知識やスキルを若い従業員に伝えることで、会社全体のナレッジの土台を強化します。

2. キャリア開発、人材の定着に貢献する
メンターはメンティのキャリア発展を支援し、キャリアの方向性や目標設定について助言や人脈を提供します。
これはメンティだけでなく、メンター側のエンゲージメントも向上させ、人材の離職を防ぐ効果があります。

66％
メンタリングを受けた従業員の66%が
リーダーシップスキルの向上を報告。
（出展元：Academy of Management Journal ）

23％
メンタリングを受けた従業員のパフォー
マンスが平均で23％向上と報告。
（出展元：Journal of Vocational Behavior)

35％
メンタリングを受けた従業員の35%が
仕事の満足度が向上したと報告。
（出展元：Journal of Vocational Behavior)

40％
メンタリングを受けた従業員の離職率
が40%低下したと報告。
（出展元：Journal of Applied Psychology)
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メンタリング
スクール

完了報告会＆最終報告

メンティ向け
準備講座

第1回メンタリング

メンタリング実施

メンター向け
中間勉強会

メンタリング実施

メンティ向け
中間勉強会

1ヵ月目

2～5ヵ月目

6～7ヵ月目

5ヵ月目

8ヵ月目

9～10ヵ月目

10ヵ月目

プログラムの全体像

メンター、メンティ候補募集/選抜

メンタリングに臨むマインドセットをするための
講座に参加いただきます。
メンターとの相性を見ながら、メンティの満足
度を向上させます。

選抜後、メンタリングに必要な基本的なコミュニケー
ションスキルを習得いただきます。
また、メンター同士の交流を通して、知識やスキルの
底上げをします。

メンターには

メンティには

※左の運用イメージは、カスタマイズが可能です。
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メンタリング導入後の成果例

メンター側

• メンティのがんばっている姿を見てかなり刺激を受けた。メ
ンティがしっかり実践している姿に、自分自身の仕事の取り
組みにも変化が出てきて、成長できた気がする。一度は停滞
したが、少しずつ成長が見られた。ダイエットと同じ。

• まったく違う職場なので、新鮮な刺激になった。回を重ねる
ごとに、メンティと良い関係になり、どんどん本音を話してく
れるようになった。自分の経験談を語ることもあったが、そ
れがメンティにとって価値があったようだ。

• 管理職になることが不安なメンティに対し、まずは自分自身
が管理職になって良かったことを明文化した。気づきが多く、
あらためて自分自身のキャリアも前向きに考えられるように
なった。

• メンティから「メンタリングが終わってもまた連絡とっていい
ですか？」と聞かれた。これまでになかったナナメの関係の
人と信頼関係が築けたことは非常にうれしい。

• 10年近くためらっていた管理職登用試験に、メンタリング
を受けたことで初めてチャレンジし、昇格が決定した。「管理
職とは」の心構えや知識をいただけて、不安が払しょくでき、
管理職受験を決心できた。

• 人間関係、具体的な業務のアドバイスなど、自分が思いもつ
かなかったような視点をもらえて、実践ができた。こうした
機会がないと、他部門の先輩との接点がまったくなかった
ので、良い刺激になった。

• 先輩や上司などバイアスがかかっていない立場からのアド
バイスをもらえて、初めてキャリアの目標を持つことができ、
そのための行動にメリハリがついて、すごく良い刺激になっ
た。

• これまでキャリアについては漠然としたイメージしかなかっ
たが、メンタリングのツールを使って実践したおかげで、自
分の考えが整理でき、何をしなければならないのかが具体
的になった。

メンティ側
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組織で取組む
コミュニケーション強化により、組織全体の風土を改善する

1on1／コーチング／クルーシャル・カンバセーション研修

階層別サービスメニュー④
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各種プログラムのねらいと特徴

1on1
導入支援
1on1

導入支援
対象：管理職～一般層
特徴：導入から研修、定着に至るまでを一貫してサポート提供します
期間：1日～半年 ※ご要望に応じて

上司部下の相互の信頼性を高め、心理的安全性と生産性向上をめざす

コーチング
研修

コーチング
研修

対象：主に管理職
特徴：スクール形式にて実施。コーチング資格取得が可能なコースも提供します
期間：1日～半年 ※ご要望に応じて

管理職の人材育成のマインドセットと、実践スキルを習得する

クルーシャル・カ
ンバセーション

研修

クルーシャル・カ
ンバセーション

研修

対象：管理職、または部門ごと
特徴：スクール形式にて実施。
期間：半日～1.5日間 ※ご要望に応じて

重要な会話で合意を形成する、“即効性”のある対話スキルを習得する

※コミュケーション系トレーニングは、課題やご要望に合わせてカスタマイズします。
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27

1on1やメンタリングの効果を高めることを目的とした、補助的な動画です。
事例とともにスキルが掘り下げて解説されており、ウェブ上でいつでもご覧いただくことができます。

ダイアログスキルのeラーニングコンテンツ



お客様の声

1. オルビス様
2. ミヨシ油脂様
3. エスト・ルージュ様

お取引先の企業様（一部）

※一部を掲載。詳しくは、当社HPからご覧いただけます。
https://re-flow.co.jp/case/
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オルビスは、「スマートエイジング®」という

提供価値を掲げています。「人にはそれぞれそ

の魅力が備わっている」という考え方が基に

なっていて、それはお客様だけではなく、当社

の社員についても同じ思いを持っています。

このHRポリシーを実現させるためには、大き

く2つの階層へのアプローチが必要であり、ひと

つは現場にいる人材、一人ひとりの「ソフト面

の開発」。そしてもうひとつは、マネジメント

層のリーダーシップ開発です。

現場にしてもマネジメント層にしても、業務

の専門知識やスキルなどハード面は自らの努力

で伸ばすことはできますが、ソフト面の開発と

いうのは、自らの努力だけではなかなか難しい

ものです。社内のリソースだけで取り組もうと

しても、そこには評価やしがらみといったさま

ざまな軋轢が絡み、大きな効果が望めなくなる

こともあります。「心理的安全性」を担保しつ

つ、利害関係のない第三者による客観的な

フィードバックにより「真の成長」を望むこと

ができ、マネジメント層の現場への影響力を最

大化させるためにコーチングが有効だと考えま

した。より「個」の行動変容に焦点を当て、そ

の人にとって必要なソフト面を開発するため、

高い専門性とソフト面の課題に対してパーソナ

ライズに支援いただけるリバース・フロウ社に

コーチングを依頼しました。

コーチング導入後、最も印象的だったのは、

対象者が「これまでの人生を通して向き合うこ

とが難しかった課題に正面から向き合う機会と

なった」ということそして、本人が自覚できて

いなかった課題を発見できたことは非常に大き

かったです。対象者に「厳しい真実をきちんと

受容しよう」とする姿勢が生まれ、受け入れが

たい事実と向き合えたことで、表層的ではない

「本質的な行動変容」に取り組み、「本当に自

分が変わりたい」という強い思いに至ったこと

で、行動変容による効果は、今も継続しており、

以前にも増して「周りから頼られる」ようにな

り結果的に狙っていた以上の効果でした。

リバース・フロウ社のコーチングの特徴とし

て、コーチの「課題への本質的理解」と「バラ

ンスの良いアプローチ」がポイントでした。こ

れまでのコーチングのイメージは、「対象者

か？HR/依頼側か？」という、どちらか片方の視

点に偏るように思っていましたが、リバース・

フロウ社のコーチングは、この両方の視点をバ

ランスよく保ちながら、双方にとって利になる

有効な行動変容を進めてくれることが、たいへ

ん心強かったです。

「変化はあったものの、格好ばかりになってい

る」「いまひとつ効果が見えない」など行動変

容の効果に疑問を持たれている方々は、リバー

ス・フロウ社のコーチングプログラムやコーチ

ングにおける考え方をぜひ聞いてみてください。

きっと可能性や道が開けると思います。

オルビス株式会社
HR統括部 部長
岡田 悠希 様

2008年に株式会社ポーラへ入社し、トータルビューティ事業本部で九州・
首都圏を中心とした店舗マネジメントを経験。その後、現場における組織開
発、マネジメント開発を牽引。2018年からオルビスに出向し、HR部門にて
第二創業期からの組織開発や制度改革を主導する。2021年1月より、HR
統括部 部長に就任し、オルビスが掲げる「スマートエイジング®」の提供価値
のもと、一人ひとりが自分らしく働ける組織づくりを目指す。

「一人ひとりの能力の最大化」を目指すうえで、期待以上に有効だったコーチング。
自身も気づかない課題へのリーチが、自発的な行動変容と継続につながる。

【オルビス株式会社様】エグゼクティブコーチングを導入して
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【ミヨシ油脂株式会社様】エグゼクティブコーチングと1on1を導入して

会社の原点に立ち戻り、理想のリーダーを描くことから始まった社長自らの行動変容。
その取り組みは、全社的な風土改革のきっかけとなった。

ミヨシ油脂株式会社
代表取締役社長兼CEO
兼CBO
三木逸郎 様
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「個人技」ではなく、「団体戦」で勝てるメンバーに成長。

新たな成長ステージを迎えたベンチャーカンパニーにとって、価値あるコーチング。

【株式会社エスト・ルージュ様】エグゼクティブコーチングを導入して

株式会社エスト・ルージュ様
CEO of Est rouge Group
CEO野村 亮之 様
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メンバー紹介
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株式会社リバース・フロウ 代表取締役
ReSoRA認定コーチ、BSC認定プロフェッショナルビジネスコーチ、心理的安全性ファシリテーター、
Saville認定アセッサー、 SDGｓビジネスマスター

代表取締役 清原 豪士 （Tsuyoshi Kiyohara）

主なメディア等

コラム『習慣アントレ通信』

書籍『日本の専門コンサルタント 年鑑2018、
2020』
※「専門性の高い組織開発コンサルタント」として選出される

「学びと体験をデザインする」協働デザイナー

岐阜県高山市生まれ。商社、銀行、コンサルティング会社を経て、2015年に独立、
株式会社リバース・フロウ代表取締役に就任。
人材・組織開発の領域で、「人の創造性の開発」と「組織のイノベーション」を実現す
るため、「行動変容」のコーチング、ファシリテーションに取り組んでいる。

現在は、大学でアートおよびデザインの教養を学びながら、「人の美意識を刺激す
る」をテーマに、アウトドア・アクティビティ『アートキャンプ』や、トークイベント『e
トーク』を開催中。

2022年、2度目の大学入学を果たす。専攻は、アートとデザイン教養。また同年、
LGBTQの企業啓蒙の取り組み団体「SOGI JAPAN」の顧問に就任。

大学生と高校生の2人息子の父。趣味は利き酒と美術館巡り。

その他資格：
FBO認定利き酒師、他

公式HP 公式note
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専門性・経験豊かなコーチ／コンサルタント陣

黒田 佳奈子
リバース・フロウ認定コーチ
株式会社WOMAN COLLEGE 代表取締役
日本取締役協会 会員

これまでにのべ4,000人との1on1やメンタリ
ングを担当するなど、現場との対話を強みと
したHR支援を行う。近年は社外取締役として、

企業の女性役員創出にも取り組む。

柴山 甲子朗
リバース・フロウ認定コーチ
アビリタ株式会社 代表取締役
国際コーチング連盟認定プロフェッショナルコーチ

大学では工学部機械工学科を専攻。日本ガイ
シでマイクロセラミクス
エンジニアを経て、リクルートグループ各社
で15年人材採用、育成に従事。その後独立。
現在は経営者、管理職のコーチング、研修を
実施している。

中村公亮
リバース・フロウ認定コーチ
ナウヒアジャパン 代表
経営コンサルタント

大学卒業後、エームサービス株式会社にて
営業担当。
ヘッドハンティング会社、外資系コンサル
を経て、2005年に独立。組織変革プロジェ
クトのマネジメントコンサルティングを軸
に、成果創出の支援に携わっている。

土屋 美乃
リバース・フロウ認定コーチ
株式会社エスキャリア 代表取締役
国家資格キャリアコンサルタント

大学卒業後、株式会社リクルートエージェ
ント（現リクルート）に入社。
営業、人事採用担当を経験。2009年にキャ
リアコンサルタントとして独立、2011年に
株式会社エスキャリアを設立しキャリア支
援サービスを展開している。
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DE&I推進、キャリア開発
コーチング、メンタリング

キャリア開発カウンセリング
コーチング

エグゼクティブコーチング
リーダーシップ開発

エグゼクティブコーチング
リーダーシップ開発



大谷 恭子
リバース・フロウ認定コーチ
国家資格キャリアコンサルタント、 BCS認定
ビジネスコーチ、CCE.Inc認定 GCDFキャリ
アカウンセラー、産業カウンセラー

採用・研修・HRビジネスパートナー業務を経て、
組織開発・コンサルティングからキャリア相談・
メンタルヘルス事案に至るまで、多種多様な声
に応える。HRビジネスパートナーとしての社
内面談人数はのべ1,000人以上にのぼる。

小椋 浩佑
リバース・フロウ特任パートナー
クリエイティブディレクター

クリエイティブディレクターとして新規事業やブラ
ンド戦略、プロダクトデザインに従事。
受賞歴：RED DOT AWARED、IF DESIGN AWARD、GOOD 
DESIGN賞など
登壇、書籍掲載：DESIGNSHIP2022登壇 / 商店建築
2021年1月号 特集/モノを売る前に、人を集めよ!

専門性・経験豊かなコーチ／コンサルタント陣

佐藤 幸子
リバース・フロウ特任パートナー/コーチ
株式会社ポーラ コーポレート室 室長

営業、組織開発、人材開発関連→百貨店事業
部→神奈川ポーラ→人事戦略部→経営企画部。
2021年にサステナビリティ推進室を立ち上
げ、2023年からは秘書チームやリスクマネジ
メント、ガバナンス、企業広報機能も加えて
コーポレート室となる
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キャリア開発カウンセリング
コーチング

新規事業構築
イノベーション人材育成

DE&I推進、キャリア開発
コーチング、メンタリング
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Thank you for your time and attention.
ありがとうございました。

株式会社リバース・フロウ


